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お茶の水女子大学博士（学術：Ph.D. in Gender and 
Development Studies）。
専門：文化人類学、開発人類学、ジェンダーと開発、パラグアイ
地域研究
横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院教授、
横浜国立大学教育人間科学部人間文化課程兼担教授、
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局技術顧問
アスンシオン国立大学客員教授（2015年3月,2015年9月～）、

Nihon Gakko大学客員教授（2015年6月～）

主任研究者 藤掛洋子教授
共同研究者 山崎圭一教授

松行美帆子准教授、
鈴木崇准教授、
田中伸治准教授、
佐藤峰准教授

藤掛洋子（2015）「連帯から分析、そしてコミュニティ

の再統合に向けて：パラグアイ農村部における生
活改善プロジェクトと学校建設支援を事例として」
関根久雄編著『感情と実践：開発人類学の新展
開』 、春風社（頁 207-240） （TBA)

藤掛洋子他監修・ジョージ・トンプソン著・ハル吉訳
（2014）『パラグアイ戦争史：トンプソンが見たパラグ
アイと三国同盟戦争』）中南米マガジン。

藤掛洋子（2015）「シングルマザー雇用と国家戦

略：パラグアイにおける多国籍企業の展開に関す
る一考察」、『国際ジェンダー学会2015年大会』
（於：東京女子大学 2015/09/06）

佐藤寛・藤掛洋子編著（2011）『開発援助と人類学：
冷戦・蜜月・パートナーシップ』、明石書店 。

最近の業績リスト

横浜国立大学 先端科学高等研究院
Institute of Advanced Sciences, Yokohama National University

パラグアイ農村住民とリスク管理のためのワークショップ

パラグアイ学術交流協定大学における研究交流

コロンビア・メデジンの低所得者層が多く住む丘陵地区の交通改善のための導入されたエスカレータ

クリチバ市黄色路線のハイブリットバス

メデジン シェアサイクリングシステム

佐藤准教授 ニカラグアでの村落調査

山崎教授 ブラジル・ＣＯＮＤＥＰＬＡＮでの講演

＜主な活動＞
学術交流協定大学であるパラグアイアスンシオン国立大学、Nihon 
Gakko大学、カアグアス国立大学、メキシコ自治工科大学、コロンビ

ア国立大学、ブラジルパラナカトリカ大学他と連携し、地域社会にあ
るリスクを分析し、文理融合の研究活動を展開している。

＜中南米ユニット活動地域＞
パラグアイ・ブラジル・コロンビア・ニカラグア・メキシコ他

藤掛教授（主任研究者）パラグアイ首都アスンシオンにあるゴミ山や農村で暮らす人々他への支援・地域住民・政府・NGO関係者との話し合い

藤掛教授 アスンシオン国立大学における講演とＡＢＣ他取材

道普請

学校建設
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